
〇PHP8.1 でも WordPress を利用したい 

 

◇◆◇この手順は PHP8.1 をご利用中、ご利用予定のお客さまが対象です。◇◆◇ 

WordPress Ver5.5 以下のバージョンは PHP8.1 環境では正常に動作しないことを確認して

おります。 

PHP8.1 環境で利用する場合は、WordPress を最新のバージョンに更新する必要がありま

す。 

以下に、バージョンを更新する手順をご紹介いたします。 

また、WordPress Ver5.1 以下のバージョンは、下記どちらかでの運用をご検討ください。 

・WordPress のバージョンを最新にアップデートし PHP8.1 環境で運用いただく 

・PHP5.4 環境※1 で運用いただく(PHP5.4 環境※1 で動作することを確認しております)  
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※1. PHP5.4 は 2024 年に Biz メール＆ウェブでのサポート終了予定となります。 

※利用するプラグインなど、ご利用方法によっては、正常に動作しない可能性があります。 

※プログラムやコンテンツの修正が必要な場合は、お客さまにてご対応をお願いします。 

※バージョン更新作業前に、WordPress のバックアップデータの取得を推奨いたします。 

※ご紹介する方法は参考情報です。サポートの対象外となりますのでご了承ください。 

※本マニュアルはコントロールパネルで WordPress をインストールされたお客さまを対象

として、ディレクトリ名、データベース名等を記載しております。 

 お客さまご自身でインストールされた WordPress の場合、ディレクトリ名、データベー

ス名は本マニュアルに記載している名称のとおりとは限らないためご注意ください。 

 

 

  



 

【WordPress バージョン確認手順】 

 

１．「ファイル」を押下する 

 
 

２．「www」を押下する 

 

  



 

３．「htdocs」を押下する 

 

 

４．「WordPress」フォルダを押下する 

※WordPress をインストールするフォルダを変更している場合は、そちらへ遷移してくだ

さい。 

 

  



 

５．「wp-includes」フォルダを押下する 

 

 

６．「version.php」ファイルの「詳細」を押下し、画面下部の「ファイルエディタ」から

「＄wp_version =’〇.〇.〇’;」の記述を確認する 

※’〇.〇.〇’に記載のバージョンがお客さまの環境にインストールされている WordPress の

バージョンになります。 

 

 
 

 

  



7. 

・バージョン 5.2 以上をご利用の場合 

【Wordpress バックアップ取得方法】→【Wordpress バージョン更新手順】 

の順にバージョン更新作業を実施 

・バージョン 5.1 以下をご利用の場合 

 方法 1：WordPress のバージョンを最新にアップデートし、PHP8.1 環境での運用をされるお

客さま 

【Wordpress バックアップ取得方法】→【Wordpress バージョン更新手順】 

の順にバージョン更新作業を実施 

方法 2：PHP5.4 環境での運用を行うお客さま 

【Wordpress バージョン更新手順】の項番 5.～7.までを確認し、 

PHP のバージョンを 5.4 に変更する 

 

  



【WordPress バックアップ取得方法】 

以下に記載の 

■DB エクスポート（phpMyAdmin 作業） 

■WordPress ファイル圧縮手順 

を実施することで WordPress のバックアップを取得することができます。 

 

■DB エクスポート（phpMyAdmin 作業） 

１．phpMyAdmin にログインする 

２．メニュー左部の「wpress_db」を 押下する* 

 

※WordPress の DB 名は、インストールした時期や方法によって異なります。 

※左部のメニューがない場合はページ左上部の矢印アイコンを押下しパネルを表示させて

ください。 

 

 

３．メニュー上部の「エクスポート」タブを押下する 

 



 

４．項目「エクスポート方法：」の「詳細」を押下する 

 

 

５．項目「出力：」の「LOCK TABLES コマンドを使用する」を押下しチェックを入れる 

 

  



 

６．項目「生成オプション」->「追加コマンド：」の 

  「CREATE DATABASE / USE コマンドを追加する」を押下しチェックを入れる 

  「DROP TABLE / / VIEW / PROCEDURE / FUNCTION / EVENT / TRIGGER コ

マンドを追加する」を押下しチェックを入れる 

 

 

 

７．ページ最下部の「実行」を押下する 

 

※エクスポートしたデータはお客さまのローカル環境で作業が完了するまで、保持してく

ださい。 

 

  



 

■WordPress ファイル圧縮手順 

●注意事項 

圧縮機能で圧縮するフォルダ配下に、UTF-8 以外のマルチバイトファイル名がある場合、

本項で説明する圧縮機能はご利用いただけません。該当ファイルがあるお客さまは、以下①

または②の方法でバックアップの取得をお願いいたします。 

 

方法①．FTP などでローカル PC に WordPress ディレクトリを保存する 

方法②．コンパネからファイルマネージャーのコピー機能を使用して WordPress ディレク

トリのコピーを取る 

コピー取得方法についてはこちらをご参照ください。 

※コピーを取得する WordPress ファイルの大きさによってディスクを多く消費する

可能性がございます。予めご了承いただけますようお願いいたします。 

 

１． 「ファイル」を押下する 

 

 

２． 「www」を押下する 

 

https://bizmw.jp/p-manual/mwpr3_user/oid0398/


３． 「htdocs」を押下する 

 

 

４． 「WordPress」フォルダのチェックボックスを押下しチェックを入れる 

※WordPress をインストールするフォルダを変更している場合は、そちらを選択して

いただくようお願いいたします。 

 

５． 「一括圧縮」を押下する 

 

 

６． ポップアップの「OK」ボタンを押下する 

 

 

７． ファイル名を確認の上、圧縮ボタンを押下する 

  



 

【WordPress バージョン更新手順】 

 

１．WordPress の管理画面に管理者アカウントでログインする 

２．メニュー左部の「プラグイン」を押下する 

 
 

３．すべてのプラグインを選択する 

 
  



４．「一括操作」のプルダウンから「無効化」を選択し、「適用」ボタンを押下する 

 

 

5．メニュー左部の「更新」を押下する 

 

 

6．「今すぐ更新」を押下する 

 

  



 

7．「WordPress データベースを更新」を押下し、更新完了と表示されるのを確認する 

 

 

 

8．PHP8.1 に切り替えるため、コントロールパネルの「アプリケーション-基本アプリ」を

開く 

 

 

  



9．「PHP」の「設定」ボタンを押下する 

 

 

10．PHP のバージョンをプルダウンから「8.1」を選択し「変更」を押下する 

※WordPress5.1 以下をご利用の場合は、「8.1」または「5.4」をご選択ください。 

  ※CGI モード／モジュールモードはお客様のご利用に合わせてご選択ください。 

 

 

11．手順「３．」にて無効化したプラグインをひとつずつ有効化し、動作確認を行う 

 

  



【補足】 

項番 8.の作業時に FTP 接続を求められる場合がございます。 

FTP 接続をされる際は以下の情報を入力し、接続を行ってください。 

ホスト名：ドメイン名 

FTP ユーザー名：コントロールパネルの管理者アカウント名 

パスワード：コントロールパネルの管理者アカウントのパスワード 

 

 

また、アカウント ID とパスワードが合っていても接続ができない場合がございます。 

その場合はコントロールパネルにログインし、以下の 2 点をご確認ください。 

また設定が必要な場合は、必要な設定を行ってください。 

 

(1)IP アクセス制限の確認 

１．「システム-IP アクセス制限」を押下する 

 

 

２．「FTP」のデフォルトの挙動が「拒否」の場合、「許可」にする 

  



 

３．「設定を保存する」を押下する 

 
※作業が完了したら「FTP」のデフォルトの挙動や例外の設定は元の設定に戻していただく

ようお願いいたします。 

 

(2)WordPress のファイル権限の確認 

１．「ファイル」を押下する 

 

 

２．「www」を押下する 

 



３．「htdocs」を押下する 

 

 

４．「WordPress」を押下する 

 

 

５．「操作：属性変更」を押下する 

 

 



 

６．属性設定の「その他」行の「書込」のチェックボックスにチェックが入っているか 

  確認し、入っていない場合はチェックをいれる 

 

７．「保存」を押下する 

 

 


